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⾃⼰紹介

結城 康⽂

１９８３年４⽉１５⽇（４０歳）

三重県志摩市出⾝

⿅児島県⿅屋市にある敬⼼グループでグループ内
での農福連携を推進するため、株式会社ひまわり
農苑 役員（農業サイド）と社会福祉法⼈ 職員
（福祉サイド）とを兼務し、2⾜の草鞋を履く。

2023年度より
⼤隅半島ノウフクコンソーシアム 理事



（社福）敬⼼会グループの紹介

敬心グループ

社会福祉法人
敬心会

（福祉 11拠点）

株式会社

ケイシン
（福祉 9拠点）

株式会社

ひまわり農苑
（農業・加工）

有限会社

ダイナミック
（イベント企画・食材配送

等）

その他

NPO法人等



取組みと、想い
・㈱ ひまわり農苑×㈳ 敬⼼会 太陽の丘 （グループ内連携型）
農福連携をまんなかに置き、約4haの⽥畑を耕す他、⾃社農産物の６次化をおこない加⼯品の製
造、販売もおこなう

・地域農家様との農福連携
社会福祉法⼈ 敬⼼会 太陽の丘の職員、ご利⽤者様と共に株式会社 今村製茶様への施設外就労
（2020年頃より）をスタート、同取り組みは⿅児島県の農福連携の優良事例となる（今年からイ
チゴ農家様とのイチゴ農福にもチャレンジ！）

・その他にはグループ内で多機能型事業所（就労A・B）として農産物直売所を運営する他、農福
×観光として⺠泊施設の ハウスクリーニング、環境整備などもおこなう

農産物直売所 かやの郷
ノウフクコーナー

今村製茶様×敬⼼会（ひまわり農苑）
ノウフクプロダクト

農福連携×⾷育



農福連携を通じて、多様な⼈たちと共に
「だれひとり取り残さない」

関わるみんなが⾃⼰実現やチャレンジできる場所づくりを。
これからもいっしょに。



⼤隅半島ってどこ？

４市：⿅屋市、垂⽔市、曽於市、志布志市、
５町：曽於郡⼤崎町、肝属郡東串良町、肝付町、錦江町、南⼤隅町



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム設⽴
令和３年５⽉１３⽇

⼤隅半島ノウフクコンソーシアム設⽴

⽬的 規約条⽂より

コンソーシアムは、農業サイドの労働⼒
不⾜、福祉サイドの販売⼒強化や障がい者
の低⼯賃という課題を解消しつつ、農業の
もつ多様な⼈材を⽣かす福祉⼒が発揮でき
るよう、⼤隅地域で農福連携を実践してい
る団体を結びつけるプラットフォームとな
る。また、農福連携を知らない、施設外就
労に新たに取り組みたいという事業者に農
福連携を知るきっかけ作りやサポートの場
を提供し、新たな仲間づくり、⼤隅地域全
体の農業振興を図る。



⼤隅半島における農福連携（設⽴前）

・R元年から⿅屋市と県⼤隅地域振興局が地域の農福連携を⽀援してお
り、⾏政と取組主体との関係が構築されつつある。

・⼤隅半島には障害福祉サービス事業所が46施設あり、1,333名の
障がい者の⽅々を⽀援する施設がある。

※大隅地域振興局保健福祉環境部保健福祉課「令和4年5月1日時点の大隅地域の障害福祉サービス事業所一覧」より

・農福連携に取組む事業者数は20件以上。（福祉側・農業側）

・約33%の福祉事業所が農福連携に関係しているが、まだまだ少な
く、マッチングなどにおいて課題が⼭積される。

・県下でも農福連携の先駆事例は多いが、点的な取組み。



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム設⽴へ

１．地域で「農福連携」を実践している農業法⼈・福祉事業
者、それらを⽀援している市町が参画する組織設⽴
→地域のプラットフォームへ

２．組織活動費に県公募や国の補助事業を活⽤

３．県⼤隅地域振興局がバックアップ

会⻑・事務局
社会福祉法⼈⽩鳩会

歴史・実績・知名度
会員

農業法⼈・就労⽀援施設等

アドバイザー

補助事業

「農福連携」専⾨家

⾏政

県⼤隅地域振興局が事務局補佐



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム設⽴（設⽴時）
１ （福）⽩鳩会 南⼤隅町

２ （株）オキス ⿅屋市

３ ライズ（株） ⿅屋市

４ （合）農栄ファーム ⿅屋市

５ （⼀社）ＰＳ⽀援機構 ⿅屋市

６ （株）ひまわり農苑 ⿅屋市

７ （特⾮）悠和会 ⿅屋市

８ （株）ジャパンピース ⿅屋市

９ （株）みかげ ⿅屋市

１０ （株）サンフィールズ ⿅屋市

１１ ワークプランニング（株） ⿅屋市

１２ （⼀社）ナガノレーシング 東串良町

１３ （株）瑞ひかり 肝付町

１４ （福）愛⽣会 ⼤崎町

１５ ひふみよベースファーム⼤崎 ⼤崎町

１ ⿅屋市農林⽔産課
２ ⼤崎町農林振興課
３ 東串良町農林⽔産課
４ 錦江町産業振興課
５ 南⼤隅町経済課
６ ⼤隅くらし・しごとサポートセンター
７ ⼤隅地域振興局農林⽔産部

設⽴時
・農業法⼈５社
・福祉事業所７法⼈
・３団体
・６地⽅公共団体
（うち、会員は３団体）
・アドバイザー２名
でスタート



⼤隅半島ノウフクコンソーシアムの活動

○役員会
・定期的に開催し、組織運営や、⼤隅半島の抱える課題等を深く討議。毎回、様々な議論・提案がなさ
れ組織運営の要となっており、役員会での提案がプロジェクトに昇華され、運営事業となることも。

○農作業請負⼯賃案検討
・⼤隅地域振興局が担当

○各種研修会
・アドバイザーによる先進事例講義、GAP研修会、ノウフクJAS研修会、課題共有WS、ブランディング
研修、全国の実践者による講演

○なんぐう地区ジャガイモ農家への援農実証

○お試しノウフクの実施

○マルシェやイベント等への出店

○ノウフクJASマニュアル作成

○⼩いもプロジェクトの実施

○県外先進事例調査
・京丸園（株）、（株）鈴⽣、埼⽟福興（株）、（社福）ゆずりは会菜の花、パーソルサンクスとみお
か繭⼯房、（社福）⻘葉仁会、さんさん⼭城、（特⾮）縁活、兵庫県⽴淡路景観園芸学校



⼤隅半島ノウフクコンソーシアムの活動

「なんぐう地区ジャガイモ収穫作業における農福連携による援農の仕組みづくり実証」

南⼤隅町・JAきもつき・県農政普及課

⼤隅半島ノウフクコンソーシアムがマッチングを担当

農
業
者

Ｊ
Ａ
き
も
つ
き

収穫⽇等
連絡

作業依頼・⼯賃⽀払い

収穫作業・⼯賃請求

収穫⽇等
連絡

南
⼤
隅
町

社
会
福
祉
法
⼈

⽩
鳩
会

受益⾯積３ha以下、請負⼯賃12,000円/⽇、⽩鳩会から障がい者5名が従事



佐多地区の⾺鈴薯農家へ援農実証



・援農の実証をもとに、委託契約を結
び、佐多地区⾺鈴薯ノウフク実施。

・地元農家、福祉事業所、県地域振興
局、南⼤隅町役場、JA⿅児島きもつ
き、⼤隅半島ノウフクコンソーシアムが
畑に集い、疑問点や契約についての打合
せ。
→元々ダイレクトにつながらなかった主
体が⼤隅半島ノウフクコンソーシアムを
軸につながった。

・契約書は⻑野県のマッチングコーディ
ネーター沖村さんからサンプルをいただ
いた。
→ノウフクの全国のつながりを活⽤

援農実証→施設外就労契約へ



皆川会⻑にもお越しいただきました。



・株式会社オキス（副会⻑）の岡
本社⻑から役員会にて提案

年間25トンを廃棄する「⼦いも」
を農福連携で価値づけることはで
きないか。規格外のじゃがいもを
商品として出荷できないだろう
か。

⼩いもを美味しく活かして未来へつなぐプロジェクト



・⼤型機械で収穫するじゃがいも

・規格外のものは機械から⾃動的に弾かれ廃
棄→年間25トン！頭を悩ませていた、、、

・⼤隅半島ノウフクコンソーシアムと連携。

・施設側で障がい特性に配慮した作業選定、
スケジュール調整をおこなう
（コンソ会員3事業所、約20名）

・収穫した⼩いもは地元の飲⾷店・レストラ
ンに買い取ってもらい、売上⾦を障がい者
の⼯賃に。

・店舗ごとに新メニュー開発し「じゃがいも
フェア」をSNS等でシェア

・都市部の企業からの問い合わせ。次年度は
この取組みを⼤きくできそうな兆し

・コンソ内でつながりが⽣まれ、新たなビジ
ネス創出を検討し始める

⼩いもを美味しく活かして未来へつなぐプロジェクト



⼩いもを美味しく活かして未来へつなぐプロジェクト



NPO法⼈たがやす

⼩いもを美味しく活かして未来へつなぐプロジェクト



さんさん⼭城新免施設⻑のノウフクJAS指導と講演



関⻄視察研修



ノウフクマルシェ＠⼆⼦⽟川に出品（ひまわり農苑・今村製茶）



研修や全国との繋がりを通じて、
ONCから2事業所がノウフクJASを取得！



ノウフク・アワード２０２２「チャレンジ賞」受賞！





○ お試しノウフクや共同農場の試験的な運営により、障害者の⽅だけではなく⽣活困
窮者等にも農業をはじめるきっかけづくりや、担い⼿不⾜の過疎地への援農、農福
連携による就労の機会を創出できた。

○ 会員間で新たに施設外就労契約が結ばれたり、会員同⼠のビジネスも⽣まれ、地域
の農林⽔産業の維持・発展が図られている。

○ ノウフクJAS取得に向けて３団体が検討を開始。
○ 廃棄されている「⼩いも」をコンソーシアム全体で収穫し販売するフードロスノウ
フクの実施により福祉事業所の選択肢が増え、⼩いもを使った販路拡⼤、⼦ども⾷
堂などにも活⽤されるなど多様な繋がりを創出できた。

１

l 所在地︓⿅児島県⼤隅半島
l 団体名︓⼤隅半島ノウフクコンソーシアム

l 選定表彰︓ー
l 主⼒商品︓ー
l イベント︓ー

基本情報

〇 R３年度は、会員各々の取組における課題・情報を共有し相互連携・協⼒のもと、現
取組の深化や拡⼤に向けた活動を外部専⾨家や⽀援機関の協⼒を得て実施。

〇Ｒ４年度は、会員事業所及び⽀援機関、⾏政、アドバイザーと連携を図りながら、各
種研修会や先進事例調査を⾏う⼀⽅、新たな取組としてノウフクＪＡＳ取得に向けた活
動などを通じて農産物の付加価値向上・販売⼒強化に取り組む他、コンソ内での共同栽

培やお試しノウフク、マッチング活動等をおこなっている。

取組の概要

取組の成果体制図

○ 農業の労働⼒不⾜、福祉の販売⼒強化や障がい者の低⼯賃という課題を解消するため、⼤隅地域で農福連携を
実践している団体を結びつける⼤隅地域のノウフクプラットフォームとして令和３年に設⽴し、活動を開始した。

所在地▶⿅児島県肝属郡錦江町神川–3306-4 2階図書室（事務局）
連絡先▶TEL:080-5257-3091 FAX︓- E-mail:nouhuku.tagayasu@gmail.com

ウェブサイト▶ -

⼤隅半島ノウフクコンソーシアム ⿅児島県
⼤隅半島

ノウフクＪＡＳ研修会 じゃがいもノウフク【過疎地援農】フードロス対策＆ 農福連携「小いもプロジェ
クト」

視察受⼊れ︓可 報道機関受⼊れ︓可

共同農場の試験的な運営



【取組のプロセス】

農福連携の実践者同⼠のつながりを創出したい!!
～2020年

今後の
展望

きっかけ
2020年10⽉

○⼤隅地域振興局担当者と福祉施設職員による、「⼤隅半島農福連携プラット
フォーム設⽴構想」の提案。賛同した現コンソーシアムの役員はじめ関係機関

が連携し、議論検討、課題共有を開始。

広範な地域課題解決のための多様な連携を!!

⼤隅半島ノウフクコンソーシアムを設⽴、本格活動開始

〜誰⼀⼈取り残さない⼤隅半島の課題解決プラットフォームに︕〜

事業所の利⽤者や担
当者の⾼齢化、地域
の働き⼿の減少、急
激な耕作放棄地の増
加、地域活⼒の低下

県単ポストコロナ
農業⽣産体制⾰新
プログラム事業業

の活⽤

2021年5月～

2021年2月～

○ ⼤隅地域で農福連携に取り組んでいる事業所等は、それぞれの事業所の取組は既知であっ
たものの、点的な取組みが多く、各事業所が抱える課題などを共有する状況にはなかった。
○ それぞれの事業所が抱える課題や将来に対する考え⽅は、農福連携の枠組みに⽌まらず、

地域をどのように振興していくかという広範なものであった。
○ （社福）⽩鳩会がノウフクアワード２０２０グランプリ獲得し⼤隅半島に注⽬が集まる。

中⼭間地農業ル
ネッサンス推進事
業の活⽤（Ｒ４）

○「⼤隅半島農福連携プラットフォーム設⽴構想」に賛同する仲間づくりと補助
⾦申請書類作成開始。農業サイド、福祉サイド双⽅が持つ⼈的ネットワークを最
⼤限活⽤し、１５事業所が参画。（現在は農業法⼈６社、福祉事業所９法⼈、３
団体、６地⽅公共団体、アドバイザー３名で運営している。）

2020年10月

プラットフォーム
設⽴提案

○ ⼤隅半島の農福連携推進はもちろん、会員各社の課題解決を図る⼀⽅、新たに農福連携に取
り組みたい事業者へのサポート等をおこなうことで、⼤隅半島の農業振興にも寄与していく。
○ ⼤隅半島の課題は農業と福祉以外にも多く存在する。これらの地域課題の中にも「ノウフク

を基軸にすることによって」解決できる可能性が広がる。

○ 令和3年5⽉に設⽴総会を開催し、その後、役員会の定期開催、優良事例共有会、⼤隅半島
における課題共有WS、ノウフクJAS研修会、経営に活かすGAP研修会、ブランディング・
マーケティング研修会、先進事例調査、お試しノウフク、請負⼯賃の標準⼯賃策定検討等を

おこなう。
○ 令和4年度は、引き続き ①農福連携に関する研修・先進事例調査研修、②ノウフクＪＡＳ
取得⽀援及びノウフク産品のブランディング、③農福連携新規取組の掘り起こし・マッチン
グ・取組⽀援、④会員事業所による共同栽培農場の運営、⑤地域における請負作業標準⼯賃

の策定を重点取組事項として取り組んでいる。

R３.５月設立総会後の記念撮
影

小いもプロジェクトのフライヤー 実践を学ぶ関西視察研修

行政・JA・地元農家との打合
せ

令和４年度も活動スター
ト



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム3年⽬スタート！



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム3年⽬スタート！



3年⽬：仲間が増増えています



⼤隅半島ノウフクコンソーシアム 成果と課題
○会員事業所間のつながりが創出できた。（点から⾯へ）
○事業を通じて課題を共有することができた。
→解決への取組みは引き続き検討・実践
○研修や視察を通じ、会員が納得感を得て農福連携に取組むことができてい
る。
○会員間でビジネス取引が発⽣する（加⼯の委託、共同のプロダクト開発、施
設外就労契約など）案件も出てきている。
○取組みにより、市町村に認知されるようになった。
→⽣産⽜農家11⼾を対象にしたヘルパー組合からの請け負いで、畜産ノウフク
の取組がスタートする案件も。（東串良町）
→活動実績を蓄積していくことによって、⾃治体の仲間が増えた。
○事業を通じて、ノウフクJASを取得した団体が２件。

課題
○「マッチング」への対応（共同受注センターあり）
○活動費の確保
○⾃治体の熱量の差
○福祉部局との連携（県によっても差がある。）
○販路の拡⼤



ご清聴ありがとうございました。


